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論 文 審 査 の 要 旨

1論 文の構成は次の通 りである。

序論

第1部 「状況 に埋め込 まれた学習」

第2部 「状況 に埋め込 まれた リタラシー」

第3部 「状況 に埋め込 まれた表現」

結論

2本 論文の内容は次の通 りである。

序論においては,こ れまでの認知研究か ら状況的認知研究 までの歴史的変遷が述べ られ,そ の

中において本研究の 目的,理 論的枠組み,方 法論が明 らか にされている。すなわ ち,1)本 論文

では,状 況やコンテキス トを,そ こに参加する人々が能動的 に組織化する実践そのもの,す なわ

ち状況や コンテキス トを作 り出す ことと認知的行為を組織化することとは一方が他方の規定要因

であるといった関係ではな く,む しろ,互 いが互いを形成 し合 うものとす る状況的認知理論 に基

づき,「 認知や学習は,人 々が様々な道 具を積極的に利用 し,ア レンジ し,状 況を作 り出しなが
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ら,認 知的行為 として組織化するものである」 と考える こと,ま た2)本 研究 の目的はそのよ う

な考 えの妥 当性 をデータを収集 し検討す ることであること,さ らに3)仕 事場における日常的な

学習活動や認識活動における道具のアレンジや コンテキス トの組織化 の実態を明 らかにするため

の方法 として,観 察 とイ ンタビューによるエスノグ ラフィックな方法,ビ デオ分析 によるエス ノ

メソ ドロジー的方法を採用することが述べ られている。

第1部 「状況に埋め込 まれ た学習」では,重 さ,図 形,数 計算をテーマに,タ ンザニアと日

本の小学生による授業場面における課題解決の様子 を比較検討 し,そ れぞれの学校で実 際に何が

学習されているのかが,従 来の実験的手法に基づいて明 らかにされた。すなわち,調 査結果か ら,

1)ど んな学習で も学習内容 だけの学習ではな く,常 に,学 習内容が意味をなすコンテキス トの

学習を伴 うものであること,ま た,2)コ ンテキス トの学習 と既成のコンテキス トを学習者が一

方的に学ぶ ということではな く,そ こに参加するメンバーが新 しいコンテキス トや言語ゲームを

共同で作 り上げ る実践に参加することであること,が 示された。

第2部 「状況 に埋 め込まれた リタラシー」では,ネ パールの農村共同体にお ける社会的ルール

やルールブ ックに関す るリタラシー実践 同 じくネパールの野菜栽培 と土地利用における リタラ

シー実践,そ して 日本の冷凍海産物の流通活動 における様々な文書をめ ぐるリタラシー実践を取

り上げ,ア)文 書や社会的約束事,あ るいは物品の空間配置 といった道具が,リ タラシー実践に

おける特定の活動にどのよ うに埋め込 まれているのか,イ)そ れ らの道具が どのように行為を組

織化 しているのかが,観 察 とイ ンタビューによるエス ノグ ラフィックな方法,ビ デオ分析 による

エス ノメスノ ドロジー的方法を用いて明 らかにされた。すなわち,い ずれの実践で も,1)協 同

的 に流通や生産 を組織化する中で文書 をはじめとする道具が組織化 される こと,2)一 方で,そ

うした道具が協 同的な活動の組織化 を促進 し,方 向づける役割 を果たしていることが示 された。

また,1)お よび2)か ら,道 具の組織化 と行為のコースや コンテキス トの組織化は,相 互形成

的な関係にあることも示された。

第3部 「状況 に埋 め込 まれた表現」では,日 本の幼児の描画活動 と地図による活動 を取 りあげ,

実験的手法 を用 いて,"見 る"こ とと"描 く"こ との道具(表 現の様式,方 法)を 用いた組織化

のプ ロセスが明 らかにされた。例えば,幼 児への描画指導において,描 画対象をまず いくつかの

部分 に分割 し,次 いで分割 した各部を単純な幾何学的形状 と類比させるという手だてが有効であ

ることが示 されたが,そ れは幼児がそ のような方法ないしは道具を用 いて知覚のフィール ドを構

成す ることができるようにな り,対 象 とよく似た画を描 くことができるようになった ことを示 し

ていると考 え られた。 こうした結果 を含む実験や調査結果か ら,1)対 象 を描 く,表 現す るとい

うことは,単 に対象を写 し取 るということではな く,対 象を表現 しやすいように加工 しなが ら見

て表現する ことである こと,2)用 いる道具によって,対 象の知覚や観察が方向づけ られ組織化
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されることであることが示唆された。

結論では,一 連の研究で明 らか にされた こととして,1)教 室や仕事場における概念やルール

の学習,道 具の使用はコンテキス トに埋め込 まれてお り,コ ンテキス トやルール,概 念は相互 に

相互を形成す る関係にある.2)仕 事をす る,何 かを表現す るといった活動の中で,対 象や環境

の観察 理解 は道具の併用によって組織化 されている,3)見 る こと,知 る こと,理 解す ること

は,対 象や環境をただ見た り解釈す ることで可能 になるのではな く,道 具を用いて環境を加工し

た り,環 境 を構造化す ることによって可能になるという3点 が示 され,次 いで 「認知,学 習への

状況論的 アプ ローチの今後 の課題」 として,「 拡張 による学習」をいかに作 り上げ,閉 じられた

ネッ トワークとしての学校を変えていくか とい う具体的な課題が言及 されている。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

近年,認 知心理学的アプローチを採用 した教育心理学研究の中に,日 常生活場面 における学習

や認知を対象 とする傾向が見受けられる。 この傾向は,学 校教育の中で学んだ知識が 日常生活場

面に活用されない という事実や学校場面の学習が学習者にとって意義 を見いだせない活動 になっ

ているという事実などか ら,そ の対極 にあって,学 習者 自ら積極的に学んでいる 日常場面での教

授学習過程 を対象に,そ の共通特徴や メカニズムを明 らかにしようとする研究が志向される結果

といえる。また,こ うした研究では,そ の理論的基礎 として,「 状況的認知理論」が採用 される

のが常である。本論文で展開された一連の研究は この線 に沿 うものであるが,新 しい試みがなさ

れている。その一つは,日 常生活場面の学習 ・認知 を研究する際に採用されていた 「状況的認知

理論」を学校教育場面にまで外挿 してその妥当性を検 討している点であ り,他 の一つは,日 本文

化の中の学習 ・認知だけでな く,他 の文化圏のそれ をも対象 とした点である。すなわち,本 論文

は,学 習や認知が行われ る場 を,学 校場面 一非学校場面 と日本文化圏 一非 日本文化 圏の2軸 で

4区 分 し,そ こでの学習 ・認知を対象に,状 況的認知理論か ら想定される共通 のメカニズムが実

際 に機能 しているかを明 らかにしようとした研究である。

従来 の教授学習過程ないし認知過程 の心理学的研究では,本 論文で展開されているような組織

だった比較文化的な研究は希少であ り,本 研究の先進性 は評価できる。また本論文は,「 見 るこ

と,知 る こと,理 解す ることは,対 象や環境をただ見た り解釈することで可能になるのではな く,

道具を用いて環境を加工した り,環 境を構造化する ことによって可能になる」 ことを実証す ると

ともに,こ のことが 日常的場面にも学校場面 にも共通 しているという事実 を明 らかに している。

この事実は,1)こ れまで学校場面 の学習 を否とし,や や もすると学校場面 と対立的に行われて
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きた 日常的場面の研究が実は学校場面の研究 とは剥離 したものでないことを明 らかにする ととも

に,論 者 も指摘するように,2)学 校場面での学習 を学校環境 のデザインとい う観点か ら改善 し

ていくという教育実践への示唆を含んでいる。本論文は,以 上のように,学 習 ・認知研究の新た

なあ り方 を示唆す るとともに新たな教育実践を示唆する点 において評価できる。

本論文 には,採 用 した理論 をさらに精緻なものに発展 させ るために理論か ら生起が予想 しうる

現像の吟味が必要である,本 論文の用語ないしは記述概念の吟味が必要である,場 や文化が異な

っても共通の学習や認知のメカニズムが作用す ることを可能 にしている学習者の前提条件,文 化

的制約の共通性な どの分析が さらに行われ る必要が あるな どの問題点 を指摘で きるが,こ れ らは

不足面でもあるとともに今後 の進展への期待でもある。

本論文は上述 の不足面 を持ちなが らも,研 究の先進性,学 習 ・認知研究および教育実践への示

唆など,見 るべき点を有 している と判断できる。

よって博士(教 育学)の 学位 を授与する ことを適 当と認める。
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